
GLP-GEfIL 

GL P -G E f I L に 関 す る お 知 ら せ で す 。  

G EfI L 実 践 研 究 PHAS E1 の テ ー チ ン グ ア シ ス タ ン ト を 募 集

し ま す 。  

応 募 締 切 は 10 月 3 1 日 （ 火 ） で す 。  

GLP-GEfIL 第 9 期生向け、GEfIL 実践研究 PHASE1 の 2023 年度開講にあたり、ティーチン

グ・アシスタントを募集します。募集人員は約 8 名です。 

 

詳細は、以下の募集要項（Application Guidelines for 2023_2024 GEfIL_PHASE1 Teaching 

Assistant）をご覧ください。募集対象は、東京大学大学院生です。 

 

ご希望者は以下の Application Form にご記入の上、CV を添えて以下宛先までご提出くださ

い。締切は 10 月 31 日（火）です。 

 

（提出先） 

〒113-8654 文京区本郷 7-3-1 

東京大学本郷キャンパス 赤門総合研究棟 １階 

グローバルリーダー育成プログラム（ＧＬＰ）推進室 

Dr. Naoko HOSOKAWA, GLP-GEfIL Mentor 

Email: glp-gefil.adm@gs.mail.u tokyo.ac.jp 

 

お問合せ等は、GLP 推進室までご連絡ください。(glp-gefil.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp) 

  

（2023/10/12） 

 Application Guidelines for 2023_24 GEfIL_PHASE1 Teaching Assistant  

 2023_2024_GEfIL-PHASE1_TA_Application_Form  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/files/topics/422_ext_05_0.pdf
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/files/topics/422_ext_07_0.pdf


GEfIL 実 践 研 究  

実 践 研 究 は 、 PH AS E1 と PH AS E2 か ら 成 っ て い ま す 。  

自 身 が 関 心 を 持 つ 地 球 規 模 で 生 じ る 「 現 実 」 の 問 題 を 対 象 と し て 、

創 造 的 ・ 学 際 的 な 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 設 計 ・ 実 施 す る こ と を 目 標 と

し ま す 。 約 1 年 半 の 主 体 的 な 学 修 を 通 じ て 、 こ れ ま で に 習 得 し た 基

礎 理 論 、 分 析 方 法 、 技 術 な ど を 利 用 し な が ら 、 具 体 的 な 課 題 に 取 り

組 む こ と に よ り 、 論 理 的 な 思 考 に よ る 問 題 解 決 力 を 養 い ま す 。  

各 学 生 は 、 ピ ー ス ・ ビ ル デ ィ ン グ 、 グ ロ ー バ ル ・ エ コ ノ ミ ー ＆ マ ネ

ジ メ ン ト 、 グ ロ ー バ ル ・ ヘ ル ス 、 ダ イ バ ー シ テ ィ *、 サ ス テ イ ナ ビ

リ テ ィ の 大 き な テ ー マ 群 の 中 で 、 研 究 課 題 を 設 定 し 、 メ ン タ ー の 指

導 や 助 言 を 得 つ つ 、 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 計 画 か ら 発 表 ま で 実 行 し ま

す 。  

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 企 画 ・ 実 施 の サ ポ ー ト や 、 研 究 の 進 捗 や 問 題 点

等 に つ い て 、 学 生 同 士 や メ ン タ ー の フ ィ ー ド バ ッ ク を 得 る た め 、 演

習 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 中 間 発 表 を 定 期 的 に 開 催 し ま す 。  

*２ ０ １ ７ － ２ ０ １ ８ 年 度 、 ２ ０ １ ８ － ２ ０ １ ９ 年 度 、 ２ ０ １ ９ ー ２ ０ ２ ０ 年

度 に は ダ イ バ ー シ テ ィ に 代 わ り 、 グ ロ ー バ ル ・ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン が 開 講 さ れ ま

す 。  

＊ ２ ０ １ ９ ー ２ ０ ２ ０ 年 度 よ り グ ロ ー バ ル ・ シ テ ィ が 開 講 さ れ ま す 。  

 

G EfI L 実 践 研 究 PHAS E1（ 2 年 次 1 2 月 ～ 3 年 次 5 月 ）  

PH AS E1 の 主 な 目 的 は 、 学 生 が 、 異 分 野 に ま た が る 既 存 の 学 問 分 野 の 枠 を 超 え

る 研 究 ス キ ル 、 英 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ス キ ル 、 お よ

び チ ー ム ワ ー ク コ ン ピ テ ン シ ー を 身 に つ け る こ と で す 。  PHAS E2 で 自 分 の 研

究 プ ロ ジ ェ ク ト に 着 手 す る と き に 、 こ う し た ス キ ル を 十 分 に 保 持 し て い る 必 要



が あ り ま す 。  

こ の た め 、 PH AS E1 で は 、 プ ロ ジ ェ ク ト に 基 づ く 、 焦 点 を 絞 っ た 「 足 場 か け 支

援 」 の 学 習 手 法 を 採 用 し ま す 。  学 生 が GE f I L 申 請 書 に 記 載 し た 「 地 球 規 模 問

題 」 に つ い て 関 心 の あ る 事 項 に 基 づ い て 、 大 規 模 な シ ナ リ オ （ ケ ー ス ス タ デ

ィ ） が 用 意 さ れ 、 こ れ が 学 生 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 枠 組 み に な り ま す 。  

地 球 規 模 問 題 は 複 雑 で 、 通 常 、 多 様 な 知 識 と 価 値 観 を 併 せ 持 つ エ キ ス パ ー ト と

の 間 で 協 同 す る 必 要 が あ る の で 、  PHAS E1 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 同 様 の 関

心 を 持 ち な が ら 異 な る 学 問 分 野 に 所 属 す る 学 生 た ち に よ る 学 際 的 チ ー ム で 実 施

し ま す 。  チ ー ム と し て 、 ま た 個 人 と し て 、 学 生 は 企 画 段 階 か ら 知 見 の プ レ ゼ

ン テ ー シ ョ ン ま で 、 「 現 実 の 」 研 究 と は 何 を 意 味 す る の か を 経 験 し ま す 。  各

チ ー ム は 、 所 定 の シ ナ リ オ の 特 定 側 面 に 対 す る 解 決 策 を 研 究 し 、 そ れ を 提 案 し

て 、 他 の チ ー ム と 自 分 た ち の 考 え を 互 い に デ ィ ベ ー ト し 、 有 意 義 な 協 同 作 業 を

通 じ て 、 様 々 な エ キ ス パ ー ト や 「 利 害 関 係 者 」 の 関 心 事 （ お よ び コ メ ン ト ） を

考 慮 し ま す 。  こ の プ ロ セ ス を 通 じ て 、 知 識 を 養 い 、 ア ジ ェ ン ダ を 設 定 し 、 行

動 ・ 研 究 計 画 を 構 築 、 実 行 し 、 効 果 的 な 学 際 的 チ ー ム ワ ー ク 作 業 を 行 い 、 討 議

お よ び プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の ス キ ル を 駆 使 す る こ と を 経 験 し ま す 。  

こ の 科 目 は 、 以 下 の 2 つ の 要 素 が 、 一 組 の ら せ ん 構 造 の よ う に 互 い に 関 係 す る

仕 組 み に な っ て い ま す 。  

１ ． 分 野 の 枠 を 超 え る 各 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て よ く 提 起 さ れ る 一 連 の 基 本

的 疑 問  

２ ． 構 造 化 さ れ た タ ス ク を 通 じ て 学 生 が 一 貫 し て 獲 得 す る 研 究 ス キ ル  

 

2 0 2 3 - 2 0 2 4 年 度  G E f I L 実 践 研 究 P H A S E 1  開 講 日 程 と イ ベ ン ト

予 定 （ 第 ９ 期 履 修 生 対 象 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE1（ 2022～ 2023 年 度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE1（ 2021～ 2022 年 度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE1（ 2020～ 2021 年 度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE1（ 2019～ 2020 年 度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE1（ 2018～ 2019 年 度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE1（ 2017～ 2018 年 度 ）  

 実 践 研 究 PHASE1  開 講 予 定 （ as o f  2023/09 /21 )  

https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=385#P1
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=333#P1
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=326#P1
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=239#P2
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=239#P1
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=200#P1
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/files/topics/411_ext_10_9.pdf?1695276168


 2023_2024  実 践 研 究 PHASE1  暫 定 シ ラ バ ス (as  o f  2023 /09/21)

 

2 023 年 ー 2 024 年 の 講 義 予 定 は 以 下 の 通 り で す 。 （ 第 9 期 生 履 修 生 向

け :20 23/ 7/ 21 現 在 ）  

W o r k shop1   2023 年 12 月   9 日 （ 土 ） 13 :30 -16 :30  

W o r k shop2   2023 年 12 月 16 日 （ 土 ）  13 : 30 -1 7 :30  

W o r k shop3   2024 年  2 月   3 日 （ 土 ）  13: 30 -1 7 :30  

W o r k shop4   2024 年  2 月 17 日 （ 土 ）   9 :30 - 17 :3 0  

W o r k shop5   2024 年  3 月 23 日 （ 土 ）   13 :30 - 17 :3 0  

W o r k shop6   2024 年  4 月   6 日 （ 土 ）   13 :30 - 17 :3 0  

W o r k shop7   2024 年  5 月    （ TBC）   9 : 00 -1 8 :00   F i n a l  

P re se n t a t i o n  

 

G EfI L 実 践 研 究 PHAS E2（ 3 年 次 9 月 ～ 4 年 次 5 月 ） ：

202 2~202 3 年 度  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE2（ 2021-2022 年 度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE2（ 2019-2020 年 度 お よ び 2020-2021 年

度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE2（ 2017-2018 年 度 お よ び 2018-2019 年

度 ）  

過 去 の 実 践 研 究 PHASE2（ 2016～ 2017 年 度 ）  

 

 

 

 

 

https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/files/topics/411_ext_11_9.pdf?1695276438
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=333#P3
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=298#P3
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=298#P3
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=239#P3
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=239#P3
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/id=19#P2


グ ロ ー バ ル ・ ヘ ル ス   神 馬  征 峰  教 授  

 

～ ～ 概 要 ～ ～  

世 界 各 地 で さ ま ざ ま な 健 康 問 題 が 生 じ て い る 。 世 界 と い っ て も 焦 点 は 途 上 国 。

多 く の 途 上 国 で は 、 先 進 国 で 可 能 な 疾 病 対 策 が で き な い 。 命 を 守 れ な い 。

20 16 年 度 日 本 の 平 均 寿 命 は 84 歳 、 ア フ リ カ の シ エ ラ レ オ ネ で は 50 歳 で あ

る 。 こ の 格 差 は ど こ か ら く る の か ？ 貧 困 、 不 十 分 な 教 育 、 不 安 定 な 政 治 。 医 療

以 外 の 社 会 ・ 政 治 要 因 も ま た 格 差 を 作 り 出 し て い る 。 健 康 格 差 を 特 定 し 、 許 せ

な い と の 怒 り を 感 じ つ つ も 、 冷 静 に 格 差 是 正 の 道 を み い だ す 。 そ れ が グ ロ ー バ

ル ヘ ル ス の 使 命 で あ る 。 た だ し 、 命 を 脅 か し て い る の は 病 気 だ け で は な い 。 と

り わ け 途 上 国 の 人 々 は 、 災 害 、 紛 争 等 、 多 く の 脅 威 に さ ら さ れ て い る 。 こ れ ら

の 脅 威 を も 克 服 し て い く た め の 第 一 歩 と し て 健 康 づ く り で あ る 。 疾 病 だ け で な

く 、 多 く の 脅 威 の 下 に あ る 個 人 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 安 心 と 安 全 を 守 る 。 人 間 の 安

全 保 障 の 目 的 で も あ る 。 本 講 義 で は 、 ま ず 世 界 の 健 康 格 差 の 実 情 を 把 握 す る 。

次 に 移 民 な ど の 特 定 集 団 に お け る 健 康 格 差 是 正 の た め 、 多 角 的 な 取 り 組 み を 検

討 す る 。 最 後 に 、 健 康 の 先 に あ る 価 値 を 追 求 す る 。  

 

（ 授 業 キ ー ワ ー ド ）  

健 康 、 健 康 格 差 、 プ ラ イ マ リ ヘ ル ス ケ ア 、 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 、 健 康 の 社 会

的 決 定 要 因 、 健 康 の 政 治 的 決 定 要 因 、 人 間 の 安 全 保 障  

～ ～ 神 馬 征 峰 教 授 紹 介 の サ イ ト へ ～ ～  

 

 

 

 

http://www.ich.m.u-tokyo.ac.jp/jimba.html


グ ロ ー バ ル ・ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン  勝 野  正 章  教 授  

 

～ 概 要 ～  

例 え ば COV I D-19 パ ン デ ミ ッ ク と ウ ク ラ イ ナ の 戦 争 を 見 れ ば 明 ら か な よ う に 、

子 ど も は 容 易 に 剥 奪 や 疎 外 の 対 象 と な り 、 傷 つ き や す い 存 在 で あ る 。 同 時 に 、

子 ど も は 自 分 自 身 と 社 会 全 体 の よ り 良 い ウ エ ル ・ ビ ィ ー イ ン グ を 享 受 す る 権 利

を 持 っ た 主 体 的 存 在 で あ る 。 そ れ ゆ え 、 国 連 ・ 子 ど も の 権 利 条 約 が 示 す よ う

に 、 子 ど も の 権 利 は 保 護 と 参 加 の 両 面 を 含 ん で い る 。  

子 ど も の 権 利 条 約 は 、 1989 年 に 国 連 総 会 で 満 場 一 致 に よ り 採 択 さ れ 、 米 国 を

除 く す べ て の 加 盟 国 に よ っ て 批 准 さ れ て い る 条 約 で あ る 。 国 際 合 意 で あ る 同 条

約 は 、 国 家 に 対 し 、 非 差 別 、 子 ど も の 最 善 の 利 益 、 生 命 ・ 生 存 ・ 発 達 へ の 固 有

の 権 利 、 意 見 を 尊 重 さ れ る 権 利 を 原 則 基 づ い て 、 子 ど も の 経 済 的 、 政 治 的 、 文

化 的 な 諸 権 利 を 実 現 す る よ う 要 求 し て い る 。  

ケ ア 、 健 康 、 教 育 、 少 年 司 法 な ど の 領 域 に お け る 一 定 の 進 歩 に も 関 わ ら ず 、 子

ど も の 権 利 の 実 現 は 今 日 で も 世 界 的 課 題 で あ る 。 こ の 点 、 日 本 も 例 外 で は な

く 、 貧 困 、 い じ め 、 ジ ェ ン ダ ー ・ 能 力 ・ 民 族 ・ 国 籍 に 基 づ く 差 別 な ど が 子 ど も

の 権 利 実 現 を 阻 ん で い る 。 つ ま り 、 子 ど も の 権 利 は グ ロ ー バ ル か つ ロ ー カ ル

な 、 学 際 的 ア プ ロ ー チ を 必 要 と す る 課 題 で あ る 。  本 実 践 研 究 の 目 的 は 、 グ ロ

ー バ ル か つ ロ ー カ ル な 文 脈 に お い て 子 ど も の 権 利 保 障 を 進 め る う え で の 挑 戦 と

機 会 を 探 究 す る こ と で あ る 。 そ の 際 、 特 に 教 育 に 関 す る 諸 権 利 に 注 目 す る 。 子

ど も の 教 育 に 関 す る 権 利 は 、 教 育 へ の 権 利 （ 平 等 な ア ク セ ス な ど ） 、 教 育 に お

け る 権 利 （ 非 差 別 、 暴 力 や い じ め か ら の 保 護 、 参 加 な ど ） 、 教 育 を 通 し て の 権

利 （ 人 間 の 権 利 と 自 由 の 尊 重 の 実 現 ） か ら 成 る と 考 え ら れ る 。 本 グ ル ー プ の 参

加 者 は 、 専 門 家 に よ る 講 義 へ の 参 加 、 文 献 研 究 、 グ ル ー プ 討 議 、 選 択 し た ト ピ

ッ ク に つ い て の 研 究 を 行 い 、 得 ら れ た 知 見 と 子 ど も の 権 利 保 障 を さ ら に 進 め る

た め の 提 案 を 発 表 す る 。  

 

（ 授 業 キ ー ワ ー ド ）  

子 ど も の 権 利 ・ 子 ど も の 最 善 の 利 益 ・ 教 育 へ の 平 等 な ア ク セ ス ・ 教 育 に お け る

非 差 別 ・ 国 連 子 ど も の 権 利 条 約  

～ ～ 勝 野 正 章 教 授 紹 介 の サ イ ト へ ～ ～   

https://www.p.u-tokyo.ac.jp/%7Esieps/teachers/172/


ピ ー ス ・ ビ ル デ ィ ン グ   キ ハ ラ ハ ン ト  愛  教 授  

 

～ ～ 概 要 ～ ～  

1990 年 代 に 平 和 構 築 の 考 え 方 が 国 連 で 提 唱 さ れ て か ら 数 十 年 が 経 つ 。 こ の コ

ー ス で は 、 「 平 和 構 築 」 と は 持 続 的 な 平 和 を 構 築 す る た め の 包 括 的 な 取 り 組 み

を 意 味 す る こ と と す る 。  

持 続 可 能 な 平 和 に は 、 主 に 2 つ の 要 素 が あ る 。 １ つ は 武 力 紛 争 の 発 生 ま た は 再

発 の リ ス ク が 最 小 限 に 抑 え ら れ る こ と 、 そ し て も う １ つ は 紛 争 の 種 を 平 和 的 に

解 決 す る 機 関 や 手 段 が あ る と い う こ と で あ る 。 こ の コ ー ス で は 、 学 生 は 持 続 可

能 な 平 和 に 必 要 な 要 素 を 分 析 し 、 何 が 武 力 紛 争 の 理 由 と な る か を 追 及 す る 。 ま

た 、 武 力 紛 争 の 発 生 や 再 発 を 防 ぐ 方 法 を 検 討 し 、 武 力 紛 争 と 人 権 や 開 発 と の 関

係 を 考 え る 。 そ の 過 程 で 特 に 人 権 と 正 義 と の 関 係 に 留 意 す る こ と を 推 奨 す る 。

こ の コ ー ス で は 実 践 的 な 研 究 を 通 じ て 、 学 生 は 下 記 に つ い て 理 解 を 深 め る 。  

1 )武 力 紛 争 や 世 界 の 不 安 定 な 状 況 を 含 む 問 題 、 2 )人 権 と 持 続 可 能 な 平 和 、 3 )正

義 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 、 持 続 可 能 な 平 和 、 4 )  構 造 的 暴 力 、 5)ジ ェ ン ダ ー 、

6 )平 和 活 動 、 7)難 民 と 移 住 、 8 )開 発 援 助 、 9)治 安 部 門 、 10 )ロ ー カ ル オ ー ナ ー

シ ッ プ 、 11 )グ ロ ー バ ル ガ バ ナ ン ス と 平 和 構 築 。  

今 年 度 の コ ー ス で は 一 つ の 例 と し て 東 テ ィ モ ー ル に お け る 移 行 期 の 正 義 を 取 り

上 げ る が 、 履 修 学 生 は 、 平 和 構 築 の 特 定 の 分 野 や ト ピ ッ ク を 選 択 し て 自 分 独 自

の 研 究 を し 、 研 究 結 果 に 基 づ い て 提 言 を す る こ と が で き る 。  

 

（ 授 業 キ ー ワ ー ド ）  

平 和 構 築 、 平 和 、 人 権 、 開 発 、 武 力 紛 争 、 治 安 部 門 、 移 行 期 の 正 義  

～ ～ キ ハ ラ ハ ン ト 教 授 紹 介 の サ イ ト へ ～ ～  

 

https://rcsp.c.u-tokyo.ac.jp/member/detail/531


サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ  福 士  謙 介 教 授 ・ ガ ス パ ラ ト ス  ア レ ク

サ ン ド ロ ス 准 教 授  

 

～ ～ 概 要 ～ ～  

社 会 を 構 成 す る 最 も 小 さ な 単 位 は 個 人 で あ る 。  そ の 個 人 の サ ス テ イ ナ ビ リ テ

ィ は 、 家 族 、 地 域 、 社 会 、 地 球 そ れ ぞ れ の サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ に 大 き く 依 存 し

て い る 。  個 人 の 生 活 を 守 る こ と 、 地 域 社 会 を 守 る こ と は 地 球 全 体 の サ ス テ イ

ナ ビ リ テ ィ が 確 保 さ れ て い な い と 達 成 さ れ な い 。  サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ は 様 々

な ス ケ ー ル で 達 成 さ れ る べ き で あ り 、 そ の よ う な 考 え の も と 、 様 々 な 開 発 計

画 、 産 業 活 動 等 が 実 行 さ れ て い く こ と が 理 想 的 で あ る 。  本 講 義 で は 世 界 の

様 々 な 地 域 で 困 難 に 直 面 し て い る 環 境 、 健 康 、 資 源 、 開 発 、 人 材 、 産 業 、 生

活 、 文 化 、 教 育 等 の 様 々 な 事 象 を サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ の 観 点 か ら 見 つ め 直 し 、

そ の 解 決 策 を と も に 考 え て い き た い 。  

 

（ 授 業 キ ー ワ ー ド ）  

サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ  サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 学  持 続 可 能 性  資 源  環 境  社 会  

地 球  

～ ～ 福 士 謙 介 教 授 紹 介 の サ イ ト へ ～ ～  

～ ～ ガ ス パ ラ ト ス  ア レ ク サ ン ド ロ ス 准 教 授 紹 介 の サ イ ト へ ～ ～  

 

https://ifi.u-tokyo.ac.jp/people/fukushi-kensuke/
https://ifi.u-tokyo.ac.jp/people/gasparatos-alexandros/


グ ロ ー バ ル ・ シ テ ィ  吉 見  俊 哉 教 授  

 

～ 概 要 ～  

今 や 、 都 市 の 網 の 目 は 全 地 球 を 覆 っ て い る 。 携 帯 端 末 や 自 動 車 、 フ ァ ッ シ ョ

ン 、 音 楽 、 食 生 活 を 通 じ 、 「 グ ロ ー バ ル シ テ ィ 」 は 「 グ ロ ー バ ル 社 会 」 と ほ と

ん ど 重 な っ て い る よ う に も 見 え る 。 だ が 、 実 は そ れ は 少 し 違 う 。 都 市 と は 第 １

に 人 々 の 高 密 の 集 ま り で 、 そ こ に は 多 様 性 の 出 会 い が あ る 。 異 な る 文 化 的 背 景

の 人 々 が 、 都 市 を 舞 台 に 交 渉 す る 。 第 ２ に 、 都 市 は 具 体 的 な 建 物 や 道 、 広 場 、

乗 り 物 に よ っ て 成 り 立 つ 特 定 の 場 所 で あ る 。 都 市 計 画 や 地 理 構 造 が そ こ で の 出

来 事 を 条 件 づ け る 。 第 ３ に 、 そ れ ぞ れ の 都 市 に は そ の 都 市 固 有 の 歴 史 が あ り 、

そ れ が 都 市 の 文 化 的 個 性 を か た ち づ く る 。 グ ロ ー バ ル シ テ ィ を 理 解 す る こ と

は 、 グ ロ ー バ ル に 結 び つ く 多 様 な 人 々 の 集 ま り と し て 発 展 し て き た 具 体 的 な 都

市 の 具 体 的 な 場 所 に つ い て 考 え る こ と だ 。 そ の 具 体 的 な 都 市 は ど こ で も い い 。

あ な た が 関 心 を 持 つ グ ロ ー バ ル シ テ ィ の 都 心 地 域 （ dow n tow n  a r ea） に 関 心 を

集 中 さ せ よ う 。 都 心 地 域 で 起 き て い る 再 開 発 や ジ ェ ン ト リ フ ィ ケ ー シ ョ ン 、 文

化 的 流 行 、 新 し い 創 造 -情 報 産 業 、 犯 罪 や 遊 興 地 域 、 老 舗 商 店 街 や ス ロ ー モ ビ

リ テ ィ 等 に つ い て 、 2020 年 の オ リ ン ピ ッ ク 以 降 の 東 京 都 心 が 向 か う べ き 道 を

視 野 に 入 れ な が ら グ ロ ー バ ル な 比 較 を 行 っ て い く 。  

 

（ 授 業 キ ー ワ ー ド ）  

～ ～ 吉 見 俊 哉 教 授 紹 介 の サ イ ト へ ～ ～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/faculty/yoshimi_shunya


 お 知 ら せ  

 東 大 の GL P 教 育  

 GL P -G E f I L  

o  概 要 ・ 履 修 の 流 れ  

o  GL P 指 定 科 目  

o  履 修 生 募 集 要 項  

o  G E f I L 共 通 授 業 科 目  

o  G E f I L 共 通 講 義  

o  グ ロ ー バ ル リ ー ダ ー 講 義  

o  G E f IL 実 践 研 究  

o  G E f I L 海 外 プ ロ グ ラ ム  

o  キ ッ ク オ フ 説 明 会  

 F AQ  

 G E f I L  ALU MN I  G RO UP  

 お 問 い 合 わ せ  

 

https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/info/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/glp/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/schedule/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/courses/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/selection/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/complementary/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/mentorlecture/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/lecture/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/research/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/abroad/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/gefil/event/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/faq/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/alumni/
https://www.glp.u-tokyo.ac.jp/contacts/

